




えですか？」 と尋ねました。 この質問に対して末光先生は 「大学に役に立つことなら何で





考えると， 学会誌にしたことでより客観的， 普遍的な性格となり， その存在が一般に認め
られ易くなっておりますので， 当時の学長の決断に感謝しております。
川崎医療福祉学会誌は， 以上の経過で開学の１９９１年に第１巻が発行されました。 表紙は










殆どは英文です。 従って， 欧文誌でなく， 英文誌の名を用いております。 その点から， 英
文専攻の教員の方のご援助をそれまで以上にうる必要が生じ， 橘智子先生に副委員長とし
て就任をお願いし， 実務を清水研明先生， 橋本信子先生にお願いしました。 発行を年１回
にすると， 投稿者が急ぐときの英文投稿論文を和文誌で取り扱わなければならぬことにな
り，英文誌の独立性が侵されるので，投稿数にやや問題はあるが年２回と致しました。ｂｌｕｅ
の表紙に ＫａｗａｓａｋｉｊｏｕｒｎａｌｏｆＭｅｄｉｃａＩＷｅｌｆａｒｅの文字をｓｃｈｏｏｌｃｏｌｏｒ の ｏｒａｎｇｅで入
れ， 川を丸い形で入れました。 投稿規定は， 和文誌とは別に詳しいものを小冊子で作りま
した。次いで， 和文誌と同様に国会図書館に登録し， 表紙に白字でＩＳＳＮ １３４１－５０７７を入
れました。医学中央雑誌の登録雑誌となりましたが，ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌな性格から，ＣｈｅｍｉｃａＩ











現在，川崎医療福祉大学は， 開学時の６学科から， ２学科が増設され， 更に学科の増設
も予定されております。 またこれに加えて， 修士課程， 博士課程の新設に伴ない， 関係す
る教員， 学生の増加により投稿は増加し， わが国に於ける医療福祉のパイオニア学会誌と
して今後その必要性はより増すであろうと思われます。


















すべきと考えております。 活字をやや大きくし， １ページの活字数を少し増せば， 全体の
費用はあまり増えないと思われます。
変動する社会に対応して， 雑誌も常に改革を要求され又それを先取りする必要もあると
思われますが， 少なくとも， 和文誌， 英文誌を年２回定期に発行することは， 私の切なる
願いです。 定期発行で無ければ外国の二次刊行誌での掲載資格は無くなります。
現在迄お世話になった， 江草学長， 南葉学長補佐， 橘， 安藤両副委員長， 歴代の委員の
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